あとがき
涼葉千里

　おはこんばんちは。二年生の千里です。
　ものすごく唐突ですが、私は驚きとかサプライズとかどっきりとかそういったものが大好きです。とあるゲームのとある真っ白けっけな刀にハマって感化されたとかではなく、ハマる前から大好きですむしろ驚き大好きな姿勢に親近感覚えて気づいたら推していたくらいです。いやもちろん驚きを追う白い鳥以外の本丸の皆も大好きというか箱推しです。うちの初期刀は今日もこじらせ可愛い。去年の今頃はまさか現物見に行くほどハマるとは思わなかった。
　……脱線しましたが、ぎゅっとまとめると私は驚きが好きです。なので、作品も最後に驚きをもってくるような仕様にしています。毎回毎回起承転結の転がやたら遅くにやってきて、そのまま結に洒落込む感じですね。
　今回のお話もそんな感じになっています。
【ここから先話の内容のネタバレあり】
　死に気づいてない幽霊にとって自分を無視する周りの人はどう見えるんだろう、というのが今回の話の元になった発想です。置いてある白い花、無視してくる同級生たち。なんかこれいじめに近くないかな、と思ったら勝手に指がタイピングを始めてました。
　ただこのネタ自体を思いついたのはずいぶん前のことで実はこれ高校時代に書いた作品のリメイクでもあります。けどその時とはだいぶ展開も結末も変わっていまして。高校時代の方では少女をつなぎとめたかった親友が少女を誤魔化し執着させて飼い殺すメリバ。今回は誰にも受け入れられず普通にバッドエンド。
　どうあがいても鬱まっしぐらでした本当にありがとうございます。ただ書いてる途中は勝手に何度も主人公がポジティブ思考し始めていたので、今度またこのネタで書くときはちゃんとハッピーエンドになるかもしれません。まあ主人公もう死んじゃってるんでどうにもなりませんが。
　あとそうですね、書いてて自分でも分かりづらいなと思ったところがありまして。序盤のプリント二枚持ってた子なんですけども、あれは単に先生が少女がいないのを忘れて普段の調子でプリントを配っちゃって余っただけ、あとつまんねえってのは前のバカ騒ぎが終わったことに対してです。最初はまともに説明書いてたのですが諸々の都合でその描写削っちゃったのでここで補足しておきます。
　さてそろそろ紙面も残りわずかとなりましたので、ここらであとがきという名の駄弁りを終わらせていただきます。
　けど、最後に一つだけ。
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